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1研 究主題 規範意識をはぐくむ指導法の工夫

1主 題設定の理由

私 たちは学校教育の中で、児童 ・生徒が心身 ともに健康で あ り、 自 ら課題 を発 見 し解決す

る、人 として調 和の とれた発達 を促す教育活動を推進 しよ うと努力 してい る。

しか し、児童 ・生徒 の状況 は、基本的 な生活習慣 の未確立、 自然体験 ・社会体験 ・集団遊

びの減少、指示待 ち傾向の増大 、人間関係の希薄化、規範意識の低下な どの要 因か ら、今 ま

で に見 られ なか った態度 や行動 とな って、私た ちの 目の前 に現れ るようにな って きた。

その中で も、特 に児童 ・生徒 の規範意識の低下は、 「挨拶がで きない」 「ル ールを守れな

い」 「善悪の判断がっかない」 などの行動を生 じさせ 、よ りよい社会を形成す るための弊害

となる ことは もとよ り、児童 ・生徒の健やかな成長を阻害す る要因 と して、決 して見過 ごす

ことので きない問題であ るとして、本主題を設定 した。

2研 究の仮説

規範意識をは ぐくむためには、社会の変化や保護者 の要望を認識 しつっ、児童 ・生徒の発

達特性 を把握 し、それ らを生か した指導を展開 してい くことを基盤 に置いた。

また、規範意識 に関わ る児童 ・生徒の発達段階を次 の3ス テ ップと して とらえた。

そ して、各 ステ ップでの認識 をは ぐくみ ・伸ばすためには、 「基本的生活習慣 の見直 しを

して い くこと」 と 「自立を促 し、集団の中で主体的に生活をす ること」を念頭 に置 いた取組

を してい くことが重要である と考え た。

規範意識 をは ぐくむ3ス テ ッブ

ステ ップ1

○ マナーの必 要性 の認識 ・他者 に認め られ ることによ り進んで きま りを守 ろ うと

いう習慣 や態度(自 己認識)

ステ ップ2

○集団生活を送るためのきまりの必要性の認識 ・よりよい集団にするためにきま

りを守ろうとする行動(集 団の中の自己)

ステ ップ3

○集団生活の きまりについての 自分 な りの考 え ・集団の一員 と しての 自覚 、ルー

ルづ くりに参加 す るなどの行動(自 我の形成)

このよ うな仮説を設定 し、児童 ・生徒の発達段階をふ まえなが ら、人 との関 わ りが豊か に

なるよ うな活動や集団の質が 高 まるよ うな指導法の工夫を行 った。

研 究を進め るにあた っては、児童 ・生徒 ・教師 ・保 護者に対 して ア ンケー ト調査 を行 い、

その 中か ら研究の視点を見出 し、2分 科会 に分かれて研究 ・考察を行 った。
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3研 究構造図

【児童 ・生徒 の実態】

●基本的生活習慣が十分 に身 につ いてい

ない。

・命の大切 さを理解 し、人 とのかかわ り

を もって生活す ることが上手 くない。

●規範にかかわ る忍耐力が欠 けてい る。

●社会性及 び公共心が十分に身について

いない。

【社会的な要請】

●命の大切さを理解させ、人権尊重の精

神を育成

●基本的生活習慣の形成と、自立心の育

成

●責任感や思いやりの心を育成し、心身

ともに健康で主体的に生きる人間関係

の構築

【研 究主題】

規範意識をはぐくむ指導法の工夫

【目指す児童 ・生徒像】

●心身 と もに健康で あ り、主体的に生 きることので きる人間関係を築 き、

人 間と して調和の とれた児童 ・生徒

【研究 の仮説】

発達段階 をふ まえて人 との かか わ りが豊か にな るよ うな指導法 を工夫 すれ

ば、規範意識が は ぐくまれ るであろ う。

自己の存在感が確立 され、集団 の質 を高めて いけば規範 意識が は ぐくまれ る

であろ う。

【研究の視点】

●発達段階をふまえた指導法の工夫

●人と豊かにかかわるための指導法の工夫

●自己指導能力をはぐくむ指導法の工夫

【研究の方法】

●ア ンケ ー ト調査を児童 ・生徒、保護者、教師に対 し実施 、分析 し、結果か ら

研究の仮説 ・視点 を見 出す。

●グルー プエ ンカウ ンターや シェァ リング等の手 法を活用 した実践 授業 を行

い、児童 ・生徒 の内面の成長を図 る。

【研究の考察】

●研究の成果 と今後 の課題を明確 にす る。
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皿 アンケー ト調査の内容 ・考察

1調 査のね らい

本調査 は、 「規範意識を は ぐくむには、 どの よ うなことを指導 し、内面を育ててい った ら

よいか。」を知 るたあの一環 として実施 した。ね らいは、以下の3点 であ る。

(1}「 学 校生活 に関す るア ンケー ト」(全8項 目)を 小学生 と中学生 を対象 として実施 し、.

その意識 と行動 の傾 向を知 る。

(2)保 護者、教師にア ンケー ト調査を実施 し、保護者や教師の意識 と、保護者や教 師か ら見

た児童 ・生徒の行動の傾向を知 る。

(3)学 校教育の 中で規範意識 をは ぐくむ には、 どの ような ことを指導 し、内面を育 ててい っ

た らよいかを知 る資料 とす る。

平成12年 の7月 上旬か ら中旬 にかけて、都 内の い くつかの小中学校 に協 力いただ き、対象

人数 は、小学校低学年866名 、高学年892名 、 中学生797名 、保護者1,745名 、教師205名 であ

る。

2調 査 内容

児童 ・生徒用 は、全8項 目にわたっての具体的な事例をあげ、 それぞれに対す る 「意識 」

(思 っているこ と、誰の影響が強いか)と 「行動」(で きているか)に ついて、4つ の選択

肢の中か ら1っ を選ぶ ことを基本 とした。 当初 は、強 い肯定 ・弱い肯定 ・弱 い否定 ・強い否

定の選 択肢 を作 ってみ たが、 プ レ ・ア ンケー トを実施 した結果、"強 い否定"は 認めづ らい

様子が うかが えたため、 これを"わ か らない"に 変 更 し実施 した。

(11し つけについて(保 護者、教師対象)

① 自分が子 どもの ころ、家庭での しっ けは厳 しか った と思 うか。

② 自分の子 ど もに対す るしっけは、厳 しいほ うだ と思 うか。(児 童 ・生徒 は しつけ られ

てい るか)

③ 最近の子 ど もたちを見て感 じること。 〈自由記述 〉

(2}学 校生活 につ いて(児 童 ・生徒 、保護 者、教師対象)

① 朝、 「おはよ う」の あいさつを交わ した り、人 に親切 に して も らった ときに 「あ りが

と う」を言 うこと。

② 授業中の先生の説 明や、友達の意見を しっか りと聞 くこと。

③ 友達 に何か嫌な ことを言われて も、 け して暴力で応えてはいけないこと。

④ 何か気 に入 らないことがあ って も、誰か を無視 した り、仲 間はずれ に した り しない こ

と。

⑤ 休み時間だか らとい って、廊下を走 った り、 自分勝手 に大 きな声で しゃべ った りしな

い こと。

⑥ 学校の本を乱暴に扱 った り、 自分で使 ってい る机 を傷っ けた りしない こと。

⑦ 休み時間な どに、 自分 たちが使 った ボールな どを、 きちん と片づ けること。

⑧ 遊 びた くて も、係の仕 事や給食 ・掃除 当番の仕事を きちん とす ること。

上記①～⑧ の内容 を、4つ の大項 目として分類 した。①② はrI基 本的生活習慣」に関
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す ること、③④ はrH人 とのかかわ り」に関す る こと、⑤⑥ は 「皿1公 共心」に関す るこ

と、⑦⑧ はrlV責 任感」 に関す ること。

(3)上 記①～⑧の よ うな 「意識」は、教育活動の 中で、 どのよ うな場 面で指導 し、意識付 け

してい くと良 いのか。で きれば具体 的な実践例を交えて。 〈自由記述 〉(教 師対象)

(4)学 校での教育活動 の中で、 「規範意識 をは ぐくむ」ためには、 どの教科 ・領域での指導

が有効か。 〈選 択肢 と自由記述 〉(教 師対象)

(5>最 近 「子 ど もの規範意識が 薄れて きて いるので はないか。」 と言わ れてい るが 、 この こ

とについて どう思 うか。 〈選択肢 〉(保 護者 、教 師対象)

(6>「 子 ど もの規範意識 を薄れ させ て いる原 因 とな って い る事柄 や、原因 にな りそ うな事

柄。」 は何か。 〈23の 選択肢 ・複数回答、 自由記述 〉(保 護者、教師対象)

3調 査結果 ・考察

(1)ま ず は じめ に、最近 「子 ど もの規範意識が薄 れて きてい るので はないか。」 と言われて

いる ことに関す る、保 護者 と教 師の調査結果であ る。

保護者、教師 ともに、5割 以上の人が 「とて も思 う」 と回答 している。 「少 し思 う」 も

含め る とほ とん どの保護者 と教師が 、 「子 ど もの規範意識 は薄れ て きてい る。」 とと らえ

てい る。

子どもの規範意識は薄れてきているか

iOO%

80%

sox

40%

20%

0%

口保護者

■教 師

1.と ても思 う2.少 し思 う3,あ ま り

50%145%14%

619638%-0%

4わ か らな い

2%

1%

(2)次 に、 「しつ けについて」の項 目で、 「保護者 自身が子 ど もの ころ、家庭 で うけた しっ

けは厳 しか ったか。 自身 の子 ど もに対す る しつ けは厳 しい ほうだ と思 うか。」 にっ いての

調査結果であ る。

しつけについて

54%

』 織 一

し.

1.と ても思 う

zsx

pox

._艦 一33%

2少 し思 う

44%

5496

3あ まり

懲
33%

噛艦艦 い、
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1%2%-
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1%
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保護者 自身が子ど ものころに受 けた しつけの方が 、自身の子 どもに対 して現在 しつ けて

いる ことよりも、やや厳 しか った と回答 して いる。 しか し、6割 以上 の保護者が 「自身の

子 ど もに対す る しつけは厳 しいか」の問いに対 して 、 「とて も思 う」 「少 し思 う」 と回答

しているとい うことは、家庭 での しつけは充分 に行われて いるとと らえる ことがで きる。

(3)さ らに、 「子 どもの規範意識を薄れ させ ている原因 とな ってい ることが らや、原因 にな

りそ うなことが ら。」 は何なのか、にっ いて保護者 と教師の調査結 果で ある。

1.他 人 の子どもに無関心であること

2.社 会 全般の規範意織 が低下していること

3.学 歴 偏重社会であること

4.社 会全般に心の豊かさや、思いやりの心が失われていること

5.社 会が 青少年を甘や かしていること

6.地 域の教育 力が低 下していること

7.子 どもの忍耐 力がなくなってきていること

8.子 どもの感情・欲求コントロールができなくなってきていること

9.自 己中心的な子供が増 えてきていること

10.善 悪を正しく判断できなくなってきていること

11.子 どもの生きがいや 目標がなくなってきていること

12.教 師 の資質 や使命感 が薄 れてきていること

13.教 師との信頼 が薄れてきていること

14.教 師 の指 導が 毅然としていないこと

15.教 師の児童 ・生徒理解が 不十分なこと

16.道 徳教 育が不十分 なこと

17.授 業 に魅 力がないこと

18.家 庭との連 携 ・協 力が不 足していること

19.必 要以上 に甘やかしていること

20.親 子の会話 が少 なくなってきていること

21.幼 児 期の しつけが不 十分 であること

22.親 が 子どもを放任 ・干 渉しすぎていること

23.生 活のリズムが崩れてきていること

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

1

1

1

1

1

冒

1

1

1

2

2

2

2

ロ保護者 騒教趣

選択肢の7、8、9に み られ るよ うに、 「規範意識 を薄れ させてい る原因」 として子 ど

も自身 の変容をあげでい る回答 も多 いが、19～22で わか るよ うに、親 と子 のかかわ り合い

が うま くで きて いない ことをあげて いる回答 も多 い。

(4)は た して児童 ・生徒の 「意識 」 と 「行動」は一致 して いるのであ ろうか。

ここでは、小学校高学年 の調査結果を もとに、 「意識」(と て も大 切)と 「行動」(よ

くで きる)を 取 り上げて表に してみ た。

小学校高学年の児童の 「意識」 と 「行動」は、一致 して いるとは言えない。項 目ごとに

そのズ レの大 きさに違いはあ るが、 どの項 目も 「意識」 は高 いが、 「行動」が伴 って いな

い ことが わか る。 この ことは、低学年や中学生において も同様な結果 として表れて いる。
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小

学Lあ い さつ

校2
.話を聞 く高

学3 .暴力で返 さない
年

4.無視、仲間外れ

5.廊下を走る ・大声

6.本や机を大切 に

7.ポ ールの片付 け

8.当番活動

ロ 「意識」(とても大切)

国 「行動」(よくできる)

この ことか ら、児童 ・生徒 の 「意識」 と 「行動 」は、必ず しも結 びっ いていない ととら

え ることがで きる。

(5)で は、発達段 階による、 「意識」の高 さに違 いはあるのだろ うか。具体的な項 目を1っ

取 り上げて比較 してみ る。 「休み時間だか らとい って、廊下を走 った り、 自分勝手 に大 き

な声で しゃべ った りしない ことは大切 な ことだ。」 に関す る調 査結果であ る。(皿 一5)

小学校低学年

小学校高学年

小学校高学年、低学年、 中学生 と

もに、比較 的 「意識」 は高 いことが

わか る。 しか し、 「とて も思 う」の

項 目に注 目す ると、明 らかに学年が

上が るに従 って回答が減 って きてい

る。 っ ま り、 発達 段 階 に よ り 「意

識」の高 さに違いが見 られ、高学年

になるに従 って、 「意識 」が低下 し

て い くとと らえ ることが で きる。

㈲ 最後 に、それぞれの 「意識」は誰 の影響が強 いので あろ うか。

ここで も、小学校高学 年の調査結果 に関 して、取 り上げて表に してみた。

1.あいさつ

2.話を聞く

3暴 力で返さない

4無 視、仲聞外れ

5.廊下を走る・大声

fi.本や机を大切に

7.ボールの片付け

8.当番活動

各項 目 ごとに、それぞれ影響 を受 ける人 に違 いがあ ることがわか る。規範意識を は ぐく

む上で は、 いろいろな人 とのかかわ りが大 きな影響を与え るととらえ ることがで きる。
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皿 実践事例1(小 学校第4学 年 体育科)

実践事例1で は、集団 の中で規範意識をは ぐくむ こと、 自己を振 り返 り自己を見つめ次 に生

かそ うとす る気持ちを育て ることを、研究の視点 に迫 る方法であ ると考 えた。

1単 元名 表現運動 「花火」

2研 究主題 との関連

(1)発 達段階をふ まえ た指導

小学校の4年 生 は、高学年の始 ま りの時期 と して友達 との関連が深 ま り始め、 グループ

での活動を好むよ うにな り、いろいろな友達 と交わ って考えや活動が広が る時期 とと らえ

て いる。 このよ うな時期に身体活動 を通 して花火の動 きを友達 と協力 して作 ることで、友

達や 自分 自身の よさに気付 き協 力 して活動す ることの楽 しさを実感で きるであろ う。

② 人 と豊か にかかわ るための指導

人数 制限、課題別 とい うグル ープ構成の条件の中で、誰 とで も協力 して活動 しよ うとい

う気持 ちを育てたい。 活動 して い く中で子 ども同士の葛藤が た くさん起 こると考え られ る

が 、それを児童がお互 いにっ いて考え るよいチ ャンスとと らえたい。相手 を思 いや る ・心

の動 きを察す る ・誘 う ・断るな ど様 々な経 験をす るが、 この ような ことが人間関係の豊か

さにつ なが ると考 える。

(3)自 己を振 り返 る力(自 己指導能力)を は ぐくむための指導

自己の体験 を客観的 に振 り返 ることによ り 「体験」を 「経験 」に高 める ことがで きると

考え る。そのために 「振 り返 りカー ド」を活用す る ことに した。 カー ドの蓄積に より、子

ど もた ちの変容を観察で きると考えている。 また、 自分や友 だちの体験を共有(シ ェア リ

ング)す ることによ り共感 した り、 自己存在感を確認 した りす る ことがで きると考え る。

表現運動 「花火」

「花火」 とい う題材 は、時期的には最適で あ り、児童 に とって も身近 な ものであ る。児

童 は今 までに何回 も 「花火」を経験 して きたと考え られ る。 それ を もとに表 したい動 きを

と らえて、 自由に工夫 して表現で きやす く、 また、楽 しんで活動で きる題材であ る。

集

団

活

動

〈活動の工夫 〉

*グ ル ープ構成の工夫

*場 の設定の工夫

*言 葉かけの工夫

*評 価の工夫

○ペア学習

◎ トリオ学習

●小集団学習

.興 味 ・関心別学 習

◎ 「グループエ ンカウ ンター」

●学習過程 の工夫(体 験、繰 り返 し)

・子 ども同士の コ ミュニケー シ ョンを促進

す るための教師の助言

●相互評価 ●自己評価

◎ 「振 り返 りカー ド」の工夫

◎ シェア リング(共 感、わかちあい)

↑↓

教師の児童理解
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は ぐくみたい規範意識

◎ 友だち と協力 して もの ごとを行 う。

◎ 相手(グ ループ)の ことを考え て行動

す る。

◎ 言葉づか いを考えて意 見を言 う。

表現運動のね らい

身近な生活か ら選んだ題材で、その主な特

徴や感 じをとらえて、即興的 に表現 した り、

表 したい感 じを誇張 したひ と流 れの動 きで

工夫 して表現 した りで きるよ うにす る。

3学 習指導計画(4時 間)

学 習 活 動 (教科 に対す る)指 導

●リズムを とるために リズ

花火 につ いてイメ ム太鼓をた た く
一 ジを もち

、表現活 ●手や足を大 き く使 わせ る

1 動の方法を知る ●動きやすい音楽を流す

・動 きがわか らない子 には

①表現活動の方法を知る 助言する

② 「ふ り返 りカ ー ド」 を

書 き、発 表す る

全員でねずみ花火i ● 「音 」 「動 き」 「思 った

こと」を表現す るよ うな

①ねずみ花火を見る げかける
●リズム太鼓を使 って臨場

②ねずみ花火のイメー ジ 感を出す

カー ドを作 る ・よい動 きがあればほめ る

2 .必 要に応 じて助言す る

③教師の伴奏に合わせて ●方向を変える

即興で動いてみる ● とび出すタイ ミングを

④ トリオを作 り、三回繰 ずらす

り返 して、動 く練習を ・いい所 や 「こうす るとよ

する くなるよ」などを言 い合

えるよ うに助言す る

●色 々な花火をす る ・火の扱 い方を注意す る

3 本時の学習

・火がっ き始めた ところと

ペ ァグル ープ同士見 火が消えて い くところの

せ合いながら動きを 動きの工夫を助言する

高め る ●場所を大 き く使 う点を助

言する

はぐくみたい規範意識一
★←

○← ○誰 とで もペアを作れ

る

記号 の意味

◎ … 重点化

★ … 定着化

○ … 準備期

★← 話 し合 いのルールを守

る

○←

★← 終わ った ら自分 たちの

もの と比較 す るなど し

て待つ

★← 動 く時の約束 を守 る

◎← 他 の トリオの こと考え

て活動す る

→ 学級活動

★← 〔約束を守 って練習す る〕
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4

① 前時を思 い出 し練習を

す る

② ペア グループ同士見せ

合いをする

●ジャンケ ンで順番 を決

め る

③発表会をす る

④ 「振 り返 りカー ド」を

書 き、発表す る

●ペァ グループの よいとこ

ろを見つ けるよ う助言す

る

◎← 他の クル ープの ことを

考え て行動す る

◎← 相手の気持ちを考えて

意見を言う

◎←

4本 時の学習(45分 ×4回 扱いの3回 目)

(1}ね らい

●題材 か ら動 きや リズ ムを と らえ 、特徴が表れ るようにグループで表現す ることがで きる。

●誰 とで も、気持 ちを合わせて楽 しく踊 る ことがで きる。

●相手の ことを考え グル ープづ くりがで きる。

② 展開

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 活 動

①集合 ・整列をする

②本時の学習内容を聞く

③進化ジャンケンをする

④準備運動をする

(南綾瀬体操)

教科に対す る指導

●学習の流れを簡潔に伝え

る

・音楽 にの って ジャンケ ン

す るよ う声をか ける。

・伸 び伸 び準備運動がで き

るよ うに声をか ける。

自分のや りたい花火 を決め、 グループにな り、

動 きをっ くる

⑤ グループ作 りのルール

を聞 く

⑥ 表現 したい花火 ごとに

グループになる

⑦ グループ ごとに、 「イ

メージカー ド」を元 に

しなが ら動 きをっ くる

⑧ 「振 り返 りカー ド」を

書 き、発表す る

● よか ったと ころを出

し合 う

●発達段階を生か した グル

ー ピングの条件を提示す

る

●3～6人 の グループ

●興味 ・関心別 グル ープ

●花火 の名前 を板書 してお

く

●ビデオを用意 し、 いっで

も動 きのイ メー ジをっか

みやす くしてお く。

・特徴を と らえた動 きをほ

め、みんなの動 きをっ な

げてみ ることを助言 し、

グループの動 きをひろげ

↑

↑

★

★

は くみたい規範意識に

かかわる行動

○← 〔ルールづ くりの参加 〕

○← 〔約束を守 る 〕

◎← 誰 とで もグループを作

れる

◎← お互 いの ことを考 えな

が ら活動す る

○← 自分の グル ープの こと

を考え なが ら活動す る

★←
rヨ

挙手をし、自分の意見

をしっかり言う
L --J
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⑨整理運動をする てい く

●ま とま らないグループに

は、一緒 になって口伴奏

を しなが ら動 きをつ くる

5授 業分析

(Dは ぐくみ たい規範意識よ り考察

① グループづ くりの場面 では、誰かが一人 にな った り人数が多す ぎて いさかいな どを起

こす こ ともな く、比 較的 スムーズに行 うことがで きた。 これ は、普段か ら相手の こと

(気持 ち)を 考えて行動 で きる児童が育 ってい るか らだ と言え る。 しか し、 グループの

構 成を見 る と、や はり仲良 しの友 だちが集 まっている ことが多 く、男子 と女子が一緒 の

グループにな ったの は一組 しか なか った。普段 あま り話 さない友だ ちな どが一緒になる

よ うな方法を、児童 と一緒 に考えて い くことが必要 である。

② グループづ くりの場面 で 自分か ら他の グループに移 った児童 は、誰 とで もグループを

作 ることがで き、規範意識が育 って いると考え られる。 この よ うな児童を シェァ リング

の中で教師が認め ることで、 リーダーが育 ち、学級 の規範 も高 まると考え られ る。

(2)児 童の変容 …一・「振 り返 りカー ド」 より考察

児童 興味関心 ダルー7作 り 協 力 第1時 第2時 本 時 第4時

A

男児

難 蝋 鰯
③

グル ープ作 りではす ぐ

に相手が見っか った

グループがす ぐに決 ま っ

た。爆発の時体を使 った

相 談 して大 き く動 けた。

順 番に動 くのを工夫 した

ジャ ンボナイアガラ

が大き く動 いていた

B

女児

難 鰯
0
蹴

0

1回 目は速 い動 きで疲

れた。2回 目は楽 しく

で きた

相手のいい所を見つけて

ア ドバイス してあげ られ

た

や っている うちに 「こう

しよ う」と声 をかけ られ

るよ うにな った。

みんなが や っている

のを見 て頑張 ってい

る姿が分 か った

C

男児

④

③③ ③

④

③③ ③

④

③③ ③

グループが なかなか決

まらなか った

見せ合 いでいいところを

言 って もらえてよか った

1組 は2組 と動 きが

違 って工 夫 していた

D

女児

繍 鰯

0

翻 0君 は変わ った動 きを

す るので、 まねをす る

のが楽 しか った

A君 は帽子を足につけて

火の代わ りに したのがよ

か った

4人 で息があ ったと きが

あ った。先生にほめ られ

た

0君 の意 見で、体育

館の円を使 って回っ

た

① 「振 り返 りカー ド」で シェア リングを行 うことで、"自 分"の ことだけで な く"他 の

グループrの こと も意識す るよ うにな って きて いる。

② ア ドバ イス した り、 された りす ることが、 自分たちの活動 を活発 に し表現を深あてい

ることに気付 いて いる。 また話 し合 いの 中心 にな る リーダーが 自然に発生 したグル ープ

は、更に活動が活発 にな る。

③ 友だちのかか わ りが上手 くで きると学 習意欲が高 まる。

④ 教師に誉 め られ る ことは、児童の意欲 を喚起 させ る。児童が誉 めて もらいたいと思 っ

た ときに、的確 に評価す ることが大切で ある。
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IV実 践事例1ま とめ

1研 究の成果

(1)人 と豊かにかか わろ うとす る心の発達段 階

人 と豊かにかか わろ うとす る心の発達段 階 とそのため に必要な具体的 な技能を 明 らか に

す るために、一 覧表(p13表 参照)を 作成 した。 その結果、小学校高学年で は、集団の中

での 自分の役割 に気づ くこと、協力す ることでの達成感を味わ うこと、 自分や友達の よさ

に気づ くことが大切で あることが分か った。 またそれを可能にす るためには、相手の こと

を考えなが ら、はた らきか け方 ・お願 いの仕方 ・断 り方 ・感情 の コン トロールの仕方な ど

の技能を身 にっ ける ことが必 要であ ることが分か った。

② は ぐくみたい規範意識 にかかわ る行動

規範意識 は、児童の行動によ って見取 る ことがで きると考 え、各時間 ・学習活動 ごとに、

は ぐくみたい規範意識 にかかわ る行動 を明 らか に した。 さ らに重点化 ・定着化 ・準備期な

ど発達段階に照 らし合わせ ることによ り、指導の焦点 がよ り明確 になった。

また、児童の変容 を と らえ適切 な助言 や励 ま しが で きるよ う、 「教師 によ る行動調査

チ ェ ック表」を作 った ことによ り、教師の評価 は、児童のよ りよい行動の指 針 とな り、意

欲 に もっなが った。

(3)シ ェア リング

発達段 階 によ って 、い ろいろな方法が 考え られ る。実 践事例1で は、 「振 り返 りカー

ド」を活用 した。授業の終わ りに記入す ることにより、児童 は自分の学習活動 を振 り返 る

ことがで きた。 また、 グループや学級全体で発表 し合 うことによって、 自分 の思いが受 け

入れ られた ことを感 じた り、他者の気持 ちを聞 いて新 たな気づ きが生 まれた りす ることが

わか った。 この ことは、よ り豊か な人間関係を は ぐくむ ことにな る。

2今 後 の課題

(1)シ ェア リングを充実 させた指導

シェア リングに よって豊か な人間関係を築 くことが で きるが、本実践 では十分 に活用で

きた とはいい難い。十分な時 間 と場所を確保す るなど授業の構成を工夫す る必要が ある。

また、話す ・書 く、小 グループ ・学級全体でな ど方法 にっ いて も深めてい きたい。

(2>集 団の中で個を生かす指導

集 団の 中での 自分の役割 に気づ き行動す ることは、 自分の存在感を確認す る ことであ り、

規範意識を育て るための大 きなポイ ン トとな,,.
をき

る。 そのための技能を身にっ けさせ るため に、 …

教 師は十分 な手だてを考 えなければ な らな い。

(3)継 続的 な指導

一 単元の実践で は児童の変容 を見 るの は難

しく、また大 き く変容す るもので もない。時

間をかけて心 と技能を育ててい く必要があ る。

多様 な場面で実践 し、研 究 していきたい。

軽 戦 驚 驚 達・

欝難
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1

一

Q。

1

規範意識をはぐくむための手だて

小学校低学年(1～3年) 小学校高学年(4～6年) 中 学 校

規範意識にかかわ
る子 どもの特徴噛

○マナーの必要性がわかる。
●教師や大人からよい行動を誉め られた、友達

○快適な集団生活をおくるためのきまりの必要
性を理解する。

○集団生活の きまりについて自分な りの考えを
持つ。

か ら信頼を得 られることによって、進んでき

まりを守 ろうとする習慣や態度が身につ く。
● きまりについて話 し合い、よりよい生活にす
るために、進んできまりを守ろうとす る。

●集団の一員としての 自覚が高まり、よりよい

集団を作 るためのルールづ くりに参加するな
どの行動をとろうとす る。

自 己を ふ りか え
り、人と豊かにかか

●自分の ことについて話がで きる。
●自分のよさや特徴に気付 く。

●相手の心の動きを感 じ、相手を思いやること

ができる。
●自分の ものの見方や特性などにつ いて、考え

ることができる。
わろうとす る心の発
達の特徴

●自分 と友だちの違いに気付 く。

●自分 と他の人とのっながりを感 じる。
●友達 と協力することのよさが分かる。
●自力で もめごとを解決 しよ うとする意欲を持

●チームワークの大切 さに気付 く。
●集団の中での自分の役割に気付 く。

●協力 して完成 させる達成感を味わ うことがで

きる。

●他人か ら見た自分について考えることを通 し

て、自己を見つめ直すことができる。
●自分のことについて、他人 に素直に話をする
ことがで きる。

つ 。

○友だちと協力する中で、友だちや自分のよさ

に気付 く。

●自分の成長に気付 く。
●望ましくない人間関係を改善 し、よい関係を

作ろうとする。

●相手の考えを理解 し、認めることがで きる。

●相手を一人の人間として尊重することがで き

る。
●よい言葉、いやな言葉に気付 く。 ●自分についてふ り返る中で、 自分や友だちの

よ さに気付 く。

●親 しい友だち以外の人 と活動す ることで、今

まで気づかなか った友だちのよさに気づ く。

自己をふ りかえ り、 *誰 に で もあ いさっを す る。

人 と豊かにかかわう *自 分のいいところを自己紹介する。

うとす る心を育てる *相 手の話をきちんと聞 く。

ための具体的な指導 *適 切な質問の仕方を身につける。
の内容 *友 だちの誘いかたを身につける。

(ソ ー シャル スキル) *自 分か ら仲間に入 る方法を身につける。

*温 かい言葉のかけかたを知る。 *相 手を受け入れなが ら話を聞 く。
*相 手の気持ちをわか り、はたらきかける。
*相 手の気持ちや立場を尊重 しなが らお願いを

する方法を身につける。
*断 る方法とその正当さを学ばせ る。
*拒 否の仕方や身の安全を守る方法を身につけ

る。
*多 くの解決策を考え、よりよい選択がで きる

よ うにす る。

*自 分の感情をコン トロールする方法を身につ

け る 。

*低 学年では、繰 り返 し指導 して、定着を図る。 参考文献
*年 齢があがると、前の段階でのスキルができていることを押さえてか ら指導を進める。
*児 童 ・生徒の実態 に応 じて指導する。

「ソー シャルスキル教育で子どもがが変わる」国分康孝 監修
「エンカウンターで学級が変わ る」国分康孝 監修

(図書文化)



V実 践事例2(中 学校第1学 年 国語科)

1児 童 ・生徒の規範意識の実態

実践事例IIで は、 ア ンケー ト調 査の結 果を もとに、児童 ・生徒 の規範意識 は高 いが、それ

を実践 してい く力(規 範実践能力)が 不足 して いる ことに着 目した。特 に児童 ・生徒の学年

が進むにつれて規範意識が建前 とな って しまい、規範意識 を実践 し、人 と しての生 き方 に結

びつ いていないので はな いか と考 え られ る。 そこで、規範意 識を行動化 し、規範実践能力を

身 につ けさせてい くための方法 「規範意識 にかかわ る行動 」を考察す ることに した。

教師 は日常 の教育活動を通 して、児童 ・生徒の規範意識 をは ぐくむ指導を してい る。

それを計画的かっ継続的 に指導す ることを、 「規範 意識 にかかわ る行動」の観点 と

した。

2研 究の視 点との関連

(1)発 達段階をふ まえた指導

中学生 の時期で は身体的 にも精神的 に も子 ど もか ら大 人へ の移行期 と考え られ る。 この

時期 は、一般的 に自我 に目覚め、大人の干渉を嫌 うよ うになる(第 二反抗期)と 言われて

い る。また、他人の 目を意識 し、 自分か ら恥をか く行動 を警戒す るように もなる。 さらに、

自己顕示欲が強 くな り、他人に認 めて もらいた い意識が 出て くるの もこの時期であ る。反

面、主体性 のない行動 もみ られ、物事 を茶化 して安易に行動 しよ うと した り、集団の中に

自分を同質化 させて、精神的な安定 を保 と うと した りす る。

このよ うな中学生の時期に見 られ る 「規範意識」は、表面的 な建前の規範意識が 多 く、

自発的な規範遵守行動が伴 っていない場合が多 い。 したが って、 しつけ的な要 素の指導 よ

りも、生徒 自身の内面 にかかわ る指導 に重点を置 きたい。

(2)人 と豊かにかかわ るたあの指導

本研究では、人 と豊か にかかわる ことによって、集団 としての質が高 まり、個 の存在感

が増大す るであろ うと考えた。 このよ うな集団の中では、互 いに高めあ うことがで き、規

範意識 もは ぐくまれ ることが期待 で きる。

そ こで、本時で は、 グル ープエ ンカ ウンターの手法 を用 いて、 まず、作品 に対 しての 自

分の考 えを相手 に正 しく伝え る学 習を行 う。 さ らに、人の意 見の要 旨を まとめなが ら、互

いの感想 のよい ところや共感で きる ところにっ いて、話 し合 いを深め る。 グループ活動の

終末 においては、互 いの考え方 や思いを認 め合 い、共有 し合 う(シ ェア リング)活 動が 中

心 とな る。

(3)自 己指導能力を は ぐくむための指導

本研究では、規範意識を は ぐくむためには、 自 らを律 し、正 しく行動で きる能 力(自 己

指導能力)の 育成が重要な課題であ ると考えた。

そのため、本時で はグル ープエ ンカ ウンターにより話 し合 いの ルールを高め させ 、生徒

が主体的に話 し合 いのル ールを守 り、学 習 して い く活動を行 うことに した。教 師は、生徒

の話 し合い活動が 円滑 に行われているか を観察 し、時に援助 しなが ら、 自己指導能 力の育

成を図 りたい。
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3教 科 ・教材

中学校第1学 年 国語科

『アイ スキ ャンデ ー売 り』(随 筆 立原 え りか作

4学 習指 導計画(5時 間扱い)

三省堂 「現 代の国語1」 よ り)

第

一

時

限

第

二

時

限

第

三

時

限

第

四

時

限

第

五

時

限

学 習 活 動

教材について関心をもち、感

想を抱 く

●戦 争 にっ いて知 る。

●作 品の 通読 。

・初 読の 感想 。

登場人物の心情を読みとる

● 「アイ スキ ャンデー売 り」 の心

情 を読み とる とと もに、 「小 学

生 の と った行動 」 を考 え る。

作者が作品を通 して伝えたい

ことを読み とる

●作者が この作品を通 して読者に

伝えたいことを考える。

作品の主題を考え、感想文を

書 く

●戦争に関す る他の作品を読み、

それと併せて今回の作品を通 し

て感 じたことを書 く(感想文)。

感想発表会を通 して、作品の

世界を広げ る

●班 ごとに分かれて感想を発表 し

あい、友だちがどのように感 じ

たかを知 ることで、作品の世界

を広げる。

指導上の留意点

・作品の背景にある戦争 につ

いて説明する。

●作品の範読をする。

・ 「アイスキ ャンデー売 り」

のとった 「ふ しぎな行動」

を中心に彼女の心情を読み

とらせ るとともに、小学生

の行動 も考えさせる。

● 「アイスキ ャンデー売 り」

の心情 と戦争の背景にある

悲劇を考えさせる。

●戦争に関す る他の作品を読

む ことで、今回学習 した事

柄についての考えを深め さ

せ る。

●一人一人感想を読ませ、ま

た、友だちの感想を聞 くこ

とで、作品の世界を広げる

とともに戦争についてより

深 く考えさせる。

「はぐくみたい規範意識」

にかかわる行動

★話の聞 き方。

◎登場人物 の気持 ちを考え

る。

★自分の考えを しっか りと

もつ。

★友だちの考えを認め る。

◎人の心の痛みを感 じる。

◎班学習のルールづ くりへ

の参加。

★ルールを守る。

★発表のマナーを守 る。

◎お互いの ことを考えなが

ら活動する。

※詳細は 「本時の指導」を

参照。

★ 「定着化」 したい規範意識 ◎ 「重点化」 したい規範意識
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5本 時の指導(本 時は第5時 限 目)

(1)ね らい

感想発表会を通 して、作品の世界を広 げ る。

② 展開

学 習 活 動 指導上の留意点 「はぐくみたい規範意識」

にかかわる行動と評価の観点

・現在学習 している ・漢字練 習をさせる。 ★チャイムが鳴 った ら着席をす る。

教材の漢字練習を 口互いに注意を しなが ら、主体的に着席

す る。 を して い るか。

導 ★進んで学習の準備をする(4月 に授業

の受 け方を確認済み)。

口進んで漢字練習を しているか。

・挨拶 ★気持 ちのよい漢字練習を しているか。

〔コ挨拶を しているか。

入 1.本時の学習内容を ●前時までの授業の確認を し ★教師の話を きちん と聞 く。

確認する。 本時の学習内容を確認させ 口真剣に聞いているか。

る 。

●生活班を作る。

2.班 ごとに感想の発 ●作品に対 しての自分の考え ★発表時の約束 ごとを守る。

表会をする。 を相手にわかりやすく伝え ◎発表者の考えを相手を見てよ く聞 く。

①順番に自分の書 るように発表させ る。 ◎お互いのことを考えなが ら活動をする。

いた感想を発表 ・班員の感想のよいところを 口発表会のマナーを守 り、発表会の目的

す る。 確認するよ うに指示す る。 が達成 されているか。

展 ②一人の発表が終 また、 自分の考えをわかり

わ った らメ ッセ やす く相手に伝え るように ◎班員の思いを理解す る。
一 ジカー ドによ カー ドに記入 させ る。 ロカー ドによいところを書いて いるか。

か った ところを ●読む人が不快に思わないよ

書 く 。 うな表現をす るように指示 ★自分の考えを もち、相手 に伝える。

す る。 C]カ ー ドに自分の考えを書いて いるか。

・人の意見をどのようにとら

えたかを素直に表現させる。

開 3.メ ッ セ ー ジ カ ー ド ●みんなが強 く感 じたことを

を基にして、班で 話 し合 いに よ って 、 ま とめ

感想のまとめをす させ る。(シ ェア リン グ) ★グループ内で感 じたことを進んで発表

る 。 す る。

4.班での話の内容を ・友だちの意見をどのよ うに 口共感的な終末が迎え られたか。

発表する。 思ったかを発表 させ る。

5.今回の教材のまと ●今回の教材 につ いて、まと ★教師の話を きちん と聞 く。

ま

と

め

めの話を聞 く。

・挨拶

めの話をす る。 口真剣に聞 いているか。

★気持 ちのよい挨拶をす る。

口挨拶を しているか。

★ 「定着化」 したい規範意識 ◎ 「重点化」したい規範意識 □ 評価の観点
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〈3)評 価

ア.自 分の感想 や考え を しっか りと相手に伝え る ことがで きたか。

イ.発 表者の話をよ く聞 き、 自分の もの と比較 した り確認 した りす ることが で きたか。

ウ.カ ー ドを読んで相手の考えを理解で きたか。

エ.今 回の教材 につ いて作品の理解 を深め ることがで きたか。

6授 業 を振 り返 って

今回の授業では 「人 と豊か にかかわ るための指導」 と して、 グループエ ンカウ ンターの手

法を用 いて実践授業を行 った。そ こで、3っ の観点か ら気がっいた ことを ま とめてみた。

(1>「 作品 に対 しての自分 の考えを相手 にわか りやす く伝え ること」にっ いて。

自分の考えた ことを相手 に伝え ることは、人 とのかかわ りの中で大切 な ことで ある。 こ

の場合、特 に自分 の考 えを相手に 「わか りやす く」伝え ることが重要 にな って くる。

当初、生徒 の中には、 「自分の考え方や意見 は正 しいのだ ろうか。」、 「わか りやす く伝

え ることが で きるだろ うか。」等、 自分の文章や発表 に自信が もてないたあか、他 の生徒

の目が気にな り、 自分の考えを積極的に発表 したが らない生徒が いた。 また発表 して も、

恥ずか しいのか、あま り大 きな声で発表で きない生徒 もいた。

しか し、 自分 の作文 を発表 し、それに対 しての他の生徒 の意見 ・感想 を聞 いた り、 また、

他 の生徒の作文を聞いた りす るとい う活動 を行 うことで、 「みんな同 じよ うな考えを して

い るんだ。」、 「自分の作文を ほめて もらえて うれ しか った。」 とい う感想 が聞かれ るよう

にな った。 さ らに発表す る とい う活動を通 して 「みん なに自分の考えを聞いて もらえて よ

か った。」 と考え られ るよ うに もな った。 これ らの活動か ら生徒 は、 発表す ることの よさ

を感 じ、そ こか ら、 自分の考えをわか りやす く伝え ることの重要性 に気付 いて い った よ う

である。

(2)「 人の意見を聞いて互 いの よい ところや共感 で きるところにっいてま とδ6、それを基 に

グループで話 し合 いを して考えを深めてい くこと」について。

どの生徒 も発表者 の顔 を見て よ く話を聞いて いた。 そのた あ、発表者 の意見 に対 して共

感 で きる部分を見っける生徒 も多か った。 また、それを グル ープ内で出 し合 い、 まとめる

活動 に入 って も、一人 ひ とりの意見が しっか り していたので、 とて もま とあやすか ったよ

うである。 ただ、 グループ ごとに決め た司会者(リ ーダー)の 進め方 によ って、 まとめ作

業に差が 出た り、いい意見が 出て きて もグループ内で取 り上 げ られず、全体 に広 げ られ な

か った りしたのは、 とて も残念 なことであ った。

(3)「 互 いの考え方や思いを認 め合 い共有 し合 う活動 をす る こと」について。

授業 の終末で、 グループ ごとにまとめた内容を発 表 し、いろいろな意見を聞 くことで、

自分 の考え を深あ ることがで きた。 さ らに、いろいろな場面で話 し合いや意見交換 を した

ことで、他 の生徒の考えに対 して共感す ることもで きた。 これ らの活動 を通 して、 「互 い

の考 えや意見を認め合 うことの大切 さ」 に気づ くことが で きたよ うであ る。

一17一



VI実 践事例2ま とめ

1研 究の成果

(1)発 達段階をふ まえた指導を通 して

実践授業で は、中学生期 における発達特性を考慮 し、生徒 の内面 にかかわ る指 導に重点

をおいた。具体的に は生徒の主体性 を尊重 した り、責任感 を もたせ ることな どによ って、

定 着化 したい規範意識を は ぐくむ ことがで きた。 また、指導計画を工夫 し、授業のね らい

を明確 にす る ことによって、生徒が具体的 に取 り組め る状況がで き、教師が意図す る話 し

合い活動が活発化 した。重点化 したい規範意識を は ぐくむ手 だて となるであ ろう。

(2)人 と豊か にかかわ るための指導 を通 して

実践授業 では、 グル ープエ ンカ ウンターの手法を用いたが 、グル ープにお ける話 し合い

活動 においは、 リーダーの果たすべ き役割が大 きいことが分 か った。 また、班員の考 えを

まとめた り、共感 した りす る作業において は、十分な時間の確保 と話 し合 う手順や まとめ

方の方法 を明確 に し、 よ り工夫す る必要が あると感 じた。 さらに、計画的 に話 し合い活動

の経験 を させ なが ら、互 いの感想 の良 い ところや共感で きるところにっ いて話 し合いを深

め ることで、共有 し合 う(シ ェア リング)活 動が可能であ ることも分か った。

(3)自 己指導能 力をは ぐくむ ための指導 を通 して

実践授 業では、 グループエ ンカウンターにお ける話 し合いのルールをっ くり、生徒が主

体的 に話 し合い、 そのル ールを守 りなが ら学習 して い く活動 を行 った。生徒の話 し合い活

動が 円滑に行われて いるか を教師が観察 し、時 に支援す ることで、主体的で活発 な話 し合

い活動がで きた。生徒一人一人の 自己指導能力が育成 されたかは、 これか らも継続的に指

導 し、追跡調査をす ることが必要であ ると思 われ る。

2今 後の課題

規範意識をは ぐくむ指導 は、あ らゆ る教育活動 を通 して行 うことが可能で あろ う。常 に規

範意識を は ぐくむ とい う観点 を意図 しなが ら指導 ・工夫す ることが、規範意識 をは ぐくむ た

あに重要な手だてにな るとい うことが分か った。

(1)児 童 ・生徒の規範意識 をは ぐくむための計画的 ・継続的 な指導

規範意識を は ぐくむ指 導の研究を通 して、児童 ・生徒の規範意識 はす ぐに変化 し、行動

化 されて い くもので はな く、心 の内面か ら少 しず っ芽生え、 フィー ドバ ックしなが ら行動

化 されてい くことが分か った。教師はそのわずかな変化を大切には ぐくみなが ら、計画的 ・

継続的 に指導 してい くことが、重要で ある。 また、児童 ・生徒の規範意識 をよ り発展的 に

あ らゆる場面 に適応 させてい くために、 どのよ うな方法で発展 ・深化 ・行動化 させて い く

かが 今後の課題であ ろう。

(2)豊 か な人間関係を は ぐくむための リーダーの育 成

規範意識を は ぐくむ には、個人 の意識を高め ることだけで はな く、その個人が所属す る

集 団の規範意識を高め ることが最 も重要であ る。特に学校 において は、集団での指導場面

が多 く、互 いのかかわ り合 いの中か ら個人の資質が育っ場面が多 い。豊かな人間関係を は

ぐくみ、集団 を育て るには リーダーの存在が重要であ り、その リーダーと しての資質の育

成が課題で ある。
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(発達特性を生か して)授業における規範意識にかかわる行動

小 学 生 期 低学年(1年 生から3年 生) 小 学 生 期 高学年(4年 生から6年 生) 中 学 生 期

顯 鰍 にかかわる 子 ど も の 特 徴

く参考〉平成2～a年 度
;e:一 掃走健全育成推進資料
「r供たちの豊かな人間関係を育てるために』

東京都教育委員会

1

0多 くの人が一緒に生活するためのマナーの必要性が

・鍵礫 購 講諜鐸誉%:寒躍 糠 難 鐸離準饗 8奪購勇蹴 呈発鱗 灘 婁磐難禽羅
と る。

導

入

◆群 響 黎 鷺
させる

○耀 難 鴇 も
同じ)

○提出物や忘れ物

謙 繕購 繍 撫鱗 登1甚る:義誘羅議騰鱗欝素野 :灘藩羅 糟騰 蠣講盗共麗

:餐灘懇 騨纏 講灘芸,謄灘塗縷響轍 撫難至譜 灘盤勲繋螺朧毅野鰹
:雛 羅 謙 漿 膜 孝贈 雲罫慣化:雛警雛 樂 羅難響暴罪 :講 響難 蟹 謙 繕 鴛 曇評価さ

◆ 授 業 の ル ー ルづ く りの 工夫 ○購季拳譲 辱鰯 疑樂 毅昇畿贈
● 「お 口 は チ ャ ッ ク」 「お へ そ は前 」 「目 は先 生 」 な ど

:雛 彗il垂講 畿 彌努難奎奨鰐 警灘籔 雛叢 凝羅 耀 蓼藤徒

展

開

触 鴇 響聚 り

○話 し合 いの ル ー ルづ く り

灘 嚢 禦 錯 量蓋ξ講藩 寒1場や:窒肇ξ罐 雛 黙 護講 鷺 憲灘
○ 生徒 一 人 一 人が 自 己の 興 味 ・関心 等 に 応 じて 、意 見や考 え を 深 め合 う

こ とが で き る よ うな グル ー プ づ くり
に心 が け る。

● ペ ア ・トリオ ・課 題 別 ・興味 関 心 別 ・習 熟度 別 な ど

:辮1騨蕪騨 麟 嬬 礁:套灘 雛 麟 黛;1驚1
○麗 躍 紹 謙 麓 掻 謝'に 深め合えるよう

● ポ ス トイ ッ トで ま とめ る。 キ ー ワー ドで ま とめ る。
な ど

◆教師のかかわり方の工夫
○ で き る限 り一 人一 人 に声 をか け、 その 子 の よ さ を認
め る。
● 「～ が い いよ 」 「～ が で きて い るね 」な ど

○ 一 人 一 人の よ さを見 い だ しなが ら、集 団 の 中 で認 め

●鍛 讐謙 謙 馳 たよ、,一がすばらしいJな ど :罐購 毒塞ξ鷲野罐 慧襯i繁
◆き難 購 鵡 喬工夫

○個に応じた指導の場面

:琴灘 概繕難 響 趨:稗 矯蓼鍵 辮 繋 茎灘 富チ会;:舞欝鰐 う讐 三篶粛撃
:齋 雛 藩臓 携 ζ認識しながら'個性 :蹴験難 繕藩轡慈轡

○塑炎2鷺 罐 蹄 甕盤`識 鞍 髪鞭 潮糠調

櫓 縫 銑 じた指導.テ.マ別学習 など

整

理

◆甜3蒲

○相互評価

○教師の評価

◆共感的な終末の工夫

○翻 盟 謄 露 講 麗 奈勢 うにし・猷 感が ○騨額齢翻難 鷲羅翻麗霧2に ○譜 盟襲 賄 鷲膿 欝駿 駝 ∫溶観的

○器 雛 麓 鰻 こ・かつ財 的に判断できるよう ○魏 錨 蒲 耀 敷3鷺 鷲 纏 鳶 ～自分と ○醇 鞭 騎 霧 羅 離 蝶 軒 き・互し'に融

○児童が共感し、次時への意欲がもてるような評価内

●能 藷 袖.認 める評価 など

○児童が共感し、次時により発展できるような評価内

●魏 辮 袖.観 点別評価.達 成度による評価 など 灘 騰 鱗 論 羅 「にが'客 観的

○謬 舗 蕊 掛 たことを確認し合い・学習の成就

(個 人 の 頑張 り)

○講 舗 離 掛 たことを確認し合い・学習の成就

(個人の頑張りが学級全体へ)

○騰 朧 講 二罎 贅㌻合い'学習の成就

授業の中での実践例

 

●授業における規範遵守行動化の観点

 

○

、

一

㊤
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冊 実践事例3小 中交流集会

(小学校第4学 年 特別活動 中学校第3学 年 裁量の時間)

1研 究の仮説 との 関連

(1)発 達段階をふ まえた指導

中学生

中学生期は、 自己顕示欲が強 くなり、他人

に認めて もらいたい意識 が出て くる時期であ

る。反面,第 二反抗期 と呼ばれ,主 体性のな

い行動や物事を茶化 して安易にす り抜 けよ う

とす る行動 も見 られ る。 このよ うな中学生期

に見 られ る規範意識 は、表面的な建前 の規範

意識が多 く、 自発的 な規範遵守行動が伴 って

いない場合が多 い。

この時期に年齢差の ある小学生 とふ れあ う

ことで、同年代間では恥ずか しいと思われ る

言動 も、規範意識 に照 らし合 わせて実行 しよ

うとす る意識が,生 まれ るもの と思われ る。

(2)人 と豊か にかかわ るための指導

中学生

小学生 に教え ることで、 自分以外の他者の

個性 を理解 した り、尊重 した りす る気持 ちが

は ぐくまれると同時 に、年上 と しての言葉づ

かいや振 る舞 いに気をっ けるよ うにな ると思

われ る。また、小学生 に教え る友達の姿を見

ることで、友達 の新 しい面や よさに気づ くこ

とも考え られ る。

(3)自 己指導能力をは ぐ くむための指導

中学生

短 い時間で はあ るが、 自分 に任 され る時間

を もたせ る ことで、 自 ら責任 を もって行動 し

よ うとす る意識が高 まる もの と思われ る。 ま

た、小学生 に教え る ことで、誰 もが人の役 に

立 った とい う自己有用感 を充足す ることが で

きると考え られ る。さ らに、交流集会を行 っ

た り、ふ りかえ りカー ドを活用 した りす るこ

とによって、 自分の新 しい面 や内面の変化に

気づ くこと も考え られ る。

小学生

小学校の中学年 は、知識欲が旺盛 とな り、

知 りたい こと も広が って くる時期で ある。

また、友達 との関係が深 ま って くる ときで

もあ り、 グル ープや班での活動 を好み、 い

ろい ろな友達 と交わ って、考えや活動が広

が ってい く時期 と もと らえ られ る。

この時期に、身近 な存在であ る中学生 と

ふれ あい、教 えて もらうことは、教師や大

人か らの言葉かけ以上 に、挨拶や適切な言

葉づか い、 目上 の人への接 し方な どの規範

意識が育っ もの と思われ る。

小学生

事前に中学校を訪問 し、 自己紹介 を行 う

ことで、初 めて中学生 とふれあ うとい う緊

張感を和 らげ、交流集会を楽 しみにす る気

持 ちを盛 り上 げ る。交流集会で は、5才 上

の 中学生 に教 えて もらうたあに、 自 ら年上

の人 に対す る態度 や言葉づかい に気をっけ

るよ うになると思われ る。

小学生

年上の中学生 に誉めて もらった り、優 し

く教えて もらった りした ことは、直接的で

はないに しろ、 これか らの小学校生活の友

達関係 にも好ま しい影響を与え るもの と思

われ る。 また、中学生 と接す ることによ っ

て,将 来への希望や 目標が見えて くること

も考 え られ る。 さ らに、ふ りかえ りカー ド

の活用 も、自分の よさや変化 に気づ く手が

か りになる と思われ る。
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2議 題 「中学 校のお兄 さん ・お姉 さん との交流集会 を しよ う」

3本 時 に至 るまでの活動

(1}議 題設定 までの経 過

今回、小学生 と中学生 の交流集会を行 うことを小学生 に話 した ところ、大 変に興 味を示

し、どんな内容で交流す るか、どん な会 に したいか 、どの よ うに運営す るか、な どの反応

がす ぐにあ った。そのよ うな中で、運営 に関す る議題が児童か ら出され、学級活動 で取 り

上 げる ことに した。

今回 は、小中交流集会 を楽 しく行 う中で、小学生 に とって は6年 生よ りもさらに年 長の

人 と接す ることで 目上 の人 を敬 う態度を育て、希望 を もって生 きて いけ るよ うに展 開 して

い きたい。 また、優 しく接 して もらった ことを これか らの生活 に生か してい くことに も目

を向けさせてい きたい。

また、中学 生 にとっては自分 よ りもかな り年の離 れた年少者 と接す ることによ り、思 い

や りを もって対応 した り、責任を もって教え ることの大変 さに気づかせていきたい。 また、

交流す る中で見えて くる自分や他人のよ さに気付 き、 自分を振 り返 らせ てい く機会 として

と らえてい きたい。

(2)本 時 までの経 過

中学生の経過i小 学生の経過

10/27(金) 小学校 と中学校の交流集会 につ いて知 らせ る。

11/2(木)小 学生か らの 中学生に教 えて ほ

しい ことの内容を伝え る。

11/4(土)自 分 の得意な ことを生か して,

小学生 に教え られ ることを聞 く。

11/7(火)教 え られ たいことを確 認す る。

11/8(水)グ ループ割 りと リーダーを決あ

る。 リーダーには活動 内容 と教

え る手順を簡潔 に書 くよ う指示

す る。 また,全 員 に自己紹介 カ

ー ドを書かせ る
。

11/10(金)自 己紹介 カー ドを回収す る。

10/31(火)中 学生か ら教 わ りたい ことにっ

いて話 し合 う。

11/6(月)中 学生か らの返事 を聞 き、 どの

グループに入 るか話 し合 う。

議 題を選定す る。

11/7(火)学 級 全員で議題を決定す る。

活動 計画をたて る。

11/8(水)学 級 活動 で会の名前,会 のめあ

て、役割分担 を決定す る。

あ あて については、仲 よ くしよ う ・言葉

づか いに気をっけよ う ・話を しっか り聞 こ

うなどに決定。

小学生が中学校を訪 問、休 み時間を利用 し、 自己紹 介を行 う。

11/10(金)生 徒が考えた活動計画に沿 って、

～13(月)役 割分担 し、準備す る。 11/10(金)役 割 ごとに事前準備をす る。

～13(月)

11/14(火) 小学校 ・中学校の交流集会
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4本 時の活動

(1>活 動 のね らい

・進んで参加 し、楽 しい小中交流集会にす ることがで きる。

(2)展 開(活 動計画)

小 中交流集会の活動計画11月14日(火)5校 時

集 会 名 中学生とふれあう会

め あ て 中学 生にめいわ くをか けないよ うに して楽 しい会に しよ う。

プログラム 留 意 事 項 は ぐくみたい規範意識 ・行動

1.は じめの 言 葉 △気持 ちの よい挨拶をす る。

2.先 生 か ら ○ 全体の流 れを確認 させ る。 △話 を きちん と聞 く。

3.仲 よ くな る ゲ ー ム ○楽しい中にも規律ある雰囲 △互 いの ことを考えなが ら活

(20分) 気で交流できるように教師 動 す る。

が指導す る。

4.グ ル ー プ ご との 交 流 ○小 ・中担任 とも,各 グル ー △気持 ちのよい挨拶をす る。

①手話グループ プを回 り、教え方 で困 って ◇ていねいな言葉 をっか う。

② パ ソコ ングループ いる中学生や自分を出せな ◆相手に応 じた言葉 をっか う。

③ 数 のマ ジヲクグル ープ いでいる小学生などに声を ◇頷いた り,返 事を したりす る。

④ リコ ー ダー グル ー プ か け て い く。 ◆人を励ます言葉かけをする。

⑤ぬ い もの グルー プ ○小学生 ・中学生のよさを見 ◆相手の立場を考えて行動する。

⑥ ペ ーrt一 ク ラ フ1グ ル ー プ 出 して い く。 △ 自分や友だ ちのよい ところ

⑦英語グループ を見 っ け る。

(40分) を見っ ける。

5.よ か った ことの 発 表 ○互いのよ さに気づ き、認め △ 自分や友だ ちの よいところ

合え るようにす る。 を認 める。

6.先 生 の 話 (シ ェア リング) △話を きちん と聞 く。

①中学校の先生から ○中学校の担任は小学生へ、

②小学校の先生から 小学校の担任は中学生へ、

7.終 わ りの言葉 活動の中から見出した内容

(20分) で メ ッセ ー ジを送 る。

は ぐくみた い規範意識 と規範行動 △…小学生 ・中学生 に共通 ◇…小学生 ◆ …中学生

(3)評 価

・小 中交流集会 という自覚を もって参加 し、規律正 しい行動 をす ることがで きたか。

・グループ ごとの活動の中で 自分 のよ さや他者の よさを見っけ出す ことがで きたか。

。交流集会終了後、地域の兄弟姉妹 とい う意識 を もっ ことがで きたか。

5授 業 を振 り返 って

(1)小 学生 の変容

今回、集会の前 に 自己紹介の会を行 った ことによ り、小学生の中学生 に対す る不安感 は
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親近感や期待感 に変化 してい った。 それが交

流集会に進んで参加 し、楽 しい会に して い こ

うとす る意欲につ なが った。

実際に交流す る中で挨拶 ・言葉づか い ・返

事 ・相手を見て聞 く、 とい った項 目につ いて

は、内在化 して いた意識が 行動化で きるよ う

にな った。

また、中学生が優 しく、わか りやす く教え

て くれ たことを中学生のよさ ととらえ、それ

を自分 たちの意識や行動 の中に生か してい こ

うとす る意欲 もうかが えるよ うにな ったのは

大 きな成果であ った。

(2>中 学生の変容

最初 に交流集会を行 うことを話 した ときに

は、中学3年 生に とって進路を決めてい く時

期 ということもあ り、消極的 な生徒が約半数

いた。 また、 自分 たちの得意 な分野の知識や

技能を生か して教 える自信があ るとい う生徒

は極わずかで あ った。 この よ うな中で、教え

られそ うな7項 目を決め、 リーダーを一人ず

つお き、簡潔 な活動計画を書かせたが、思 っ

ていた以上 に細か く内容が考え られ、今回の

授業の見通 しがた った。

実際の交流集会で は、 リーダーを始 め多 く

の生徒が普段 とは逆の立場に立たされ たこと

で、生 き生 きと した表情 で活動す る ことがで

きた。小学生 に教え ることによ り主体的な活

動 を進 める意識を呼 び起 こ したよ うに思えた。

また、規範意識や規範行動の変化 は、 その後

の学校生活の中で はなかなか読 み とれ ないも

のが ある。 しか し、規範意識 を行動化す るこ

との大切 さに気付 いた生徒 もいる ことは確か

であ る。

(3>ア ンケー トの考察

得声は挨拶 ・こ

とばつかい ・返

事や頷き ・相手

をみて聞 く ・自

分のよさ ・他人

のよさを見つけ

るの6項 目の行

動を4段 階で回

答 した合計。

24占 属 占。

日13^15点

016^-18点

日19^-21点

臼22-24点

ロ25僧27点

●28^-30点

事前 ・事後の ア ンケー トの得点(グ ラフ参照)か らも分か るよ うに、事 後に小学生 ・中

学生 とも意識 ・行動が予想以上 に高 まった。今回 のよ うな意図的なかかわ りのあ る交流授

業を繰 り返す ことで、規範意識 ・規範行動の高ま りを期待で きるであろ う。その際、人 間

関係 に慣 れが 生 じた り、 緊張感 が薄れ た り しない よ うに、 「場」 や 「交流 す る相 手 」、

「交流の課題」 などに変化を もたせ る教師側 の工夫が必要であ ると考 え られ る。
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皿 研究の成果と今後の課題

1研 究の成果

(1}一 は、規範意識 をは ぐくむ基盤 とな る。

「発達段階 に即 した規範意識 」 「学 習活動を通 して育 てたい規範意識」を明確 にす る こ

とによ り、自己認識 や集団の中の自己を高め ることが で きた。

実践授業1(小 学校高学年)で は、 グル ープ構成やかかわ りあ いを豊か にす る工夫をす

ることで、人 とのかかわ り合 いの中か ら規範意識をは ぐくんで い く児童 の姿が見 られた。

実践授業2(中 学 校)で は、規範意識を定着 させ、行動化 させ るために主体性や責任感

を もたせ る指導 に重点 をお き、成果が見 られた。

実践授業3は 、小学生 は 目上の人 とのかかわ りかた、中学生 は責任感や主体性を は ぐく

む ことに重点をおいて小 中連携を行 った。規範意識が それぞれ高ま って いる ことが、事後

の ア ンケ ー トよ り確か ある ことがで きた。

② 人 とのかかわ りを深め ることが、 規範意識 をは ぐくませるこ とになる。

グル ープエ ンカ ウンターを活用す ることによ り、人間関係が よ り一層深 まった。

実践授業1、2で は、友達 とのかかわ りを深あ なが ら学 習活動 を展開 し、実践授業3で

は小 ・中の交流を行 い、人 とのかかわ りを深 めて いった。友達 や異年齢の人 とかか わ りが

深 まるにつれて児童 ・生徒 は、相手 の立場 を考え主体的な活動 を して い くことが分か った。

(3)活 動 の振 り返 りが規範意識のは ぐくみ を確かな ものにす る。

シェア リングを用 いた指導法によ り、活動の成果をよ り一層高あ ることがで きた。

実践授業1、2で は、 「振 り返 りカー ド」で 自分の活動を学級全体で発表 し合 った り、

グル ープ学 習の ま とめで、互 いの考え方 や思 いを認 め合い共有 し合 う活動を行 うな どの

シェア リングを取 り入れた。 また、実践授業3で は、授業の終末 に教師が活動 を振 り返 り、

児 童 ・生徒 それぞ れに プラスの評価を メ ッセ ー ジと して示 した。 シェア リングは、"自

分"の ことだけでな く"他 の人"の こと も意識 させ児童 ・生徒の共感性 を高 めて い くこと

が 、それぞれの授業で確かめ られた。

(4)自 旦査且 盛を もたせ ることによって規範意識 が行動化する。

集団の中の大切な一 員であるという自己有用 感は、規範意識を行動化 に結 びつけ るもの

とな った。

小 ・中の交流集会 を行 った実践授業3は 、中学生 は小学生に教 える ことによって 自己有

用感を もっ ことが で きた活動 とな った。協力 し合 い、進んでていねいな言葉を使 っている

姿 は、規範意識 を主体的 に行動化 してい ると受 け止め られ る。実践授業1で も友達 に 自分

の動 きを受け入れ られ る ことによって、実践授 業2で も自分の感想が友達 に認め られ るこ

とによって、 自己有用感が高め られ、 自我 の形成 に大 きな影響 を与えた もの と考 える。

2今 後の課 題

(1)自 己指 導能 力の育成

規範意識を さらに行動化 してい くには、児童 ・生徒が絶 えず 自己を振 り返 り自己評価を

継続 し、 自分 のよさや可能性 を理解 させ てい く必要がある。

(2)小 ・中学校が連携を した研 究の継続

小 ・中学校の交流集会 は、規範意識 をは ぐくむ上で有効で あるが、実施す るまで には、

双方 の教育課程の違 いなどか ら十分 に協議 し、継続的に交流す ることが今後の課題 とな っ

て くる。
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